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行
政
改
革
を
行
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。

基
本
目
標
２

「
保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野
」

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
環

境
を
整
備
す
る
た
め
、「
第
３
子
以
降
の

保
育
料
無
料
化
」、「
妊
婦
・
乳
児
健
康

診
査
」、「
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
」、

「
養
育
支
援
訪
問
事
業
」、「
乳
児
家
庭
全

戸
訪
問
事
業
（
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

事
業
）」
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
ろ
ば

型
」
を
開
設
し
、「
日
中
一
時
預
か
り
事

業
」
を
新
規
事
業
と
す
る
な
ど
、
子
育

て
環
境
の
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
増
え
続
け
る
医
療
費
の
抑
制

を
図
る
た
め
、
健
康
づ
く
り
活
動
の
一

層
の
充
実
、
特
定
健
診
な
ど
の
受
診
機

会
の
確
保
、
食
育
の
推
進
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
利
用
促
進
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
対
策
に
積
極
的
か
つ
長
期
的
な
視
点

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

基
本
目
標
３

「
教
育
・
文
化
分
野
」

　
「
小
中
高
一
貫
教
育
推
進
事
業
」
や
「
福

島
高
な
ど
学
校
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
継

続
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
に

「
複
式
学
級
支
援
の
た
め
の
非
常
勤
講
師

配
置
事
業
」
を
事
業
化
し
、
複
式
学
級

平
成
25
年
度
施
政
方
針(

抜
粋)

　

本
市
の
平
成
25
年
度
の
基
本
的
な
考

え
方
と
し
ま
し
て
は
、
第
５
次
串
間
市

長
期
総
合
計
画
に
定
め
る
そ
れ
ぞ
れ
の

基
本
目
標
を
念
頭
に
、
目
標
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

中
で
も
産
業
活
力
の
浮
揚
を
図
る
た
め
、

「
６
次
産
業
化
の
推
進
」、「
観
光
・
交
流

の
活
性
化
」、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
の
推
進
」、
市
民
の
安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
「
防
災
・
減
災

対
策
の
強
化
」、「
子
育
て
支
援
の
充
実
」

な
ど
を
重
点
施
策
と
し
、
市
民
と
協
働

に
よ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

基
本
目
標
１

「
市
民
活
動
・
行
財
政
経
営
分
野
」

　

協
働
指
針
を
策
定
し
、
く
し
ま
市
民
活

動
交
流
セ
ン
タ
ー
の
運
営
充
実
を
図
っ

て
い
く
ほ
か
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
社
会
的

課
題
に
対
応
し
た
よ
り
確
か
な
市
民
活

動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
自
立
推
進

行
政
改
革
プ
ラ
ン
の
７
つ
の
基
本
項
目

に
つ
い
て
、
平
成
25
年
度
か
ら
新
た
に

取
り
組
む
第
３
次
の
実
施
計
画
書
を
策

定
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
効
果

的
か
つ
効
率
的
な
行
政
運
営
の
両
立
を

図
り
な
が
ら
、
市
民
の
目
線
に
立
っ
た

を
有
す
る
学
校
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
中
央
公
民
館
お
よ
び
各
地

区
公
民
館
を
拠
点
と
し
た
講
座
な
ど
の

さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
指

導
者
の
育
成
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

基
本
目
標
４

「
産
業
振
興
分
野
」

　

６
次
産
業
化
を
促
進
す
る
「
連
携
と
交

流
に
よ
る
頑
張
る
農
村
支
援
事
業
」
を
農

家
が
主
体
と
な
っ
て
展
開
し
、
甘
し
ょ
・

キ
ン
カ
ン
な
ど
の
特
産
物
の
商
品
化
を
継

続
的
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
農
林
水
産
業
後
継
者
育
成

事
業
」
に
よ
り
、
担
い
手
の
確
保
、
人

材
育
成
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、

「
地
域
農
業
の
再
生
を
め
ざ
す
集
落
営
農

支
援
事
業
」
に
よ
り
、
集
落
営
農
組
織

の
設
立
を
行
い
、
地
域
農
業
の
活
性
化
、

農
業
経
営
体
の
育
成
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

畜
産
業
に
つ
い
て
は
、
生
産
農
家
に

対
す
る
助
成
制
度
と
し
て
新
た
に
「
優

良
繁
殖
雌
牛
保
留
対
策
事
業
」
を
構
築

す
る
と
と
も
に
、
優
良
素
牛
の
導
入
に

よ
る
「
酪
農
素
牛
確
保
緊
急
対
策
事
業
」

を
実
施
す
る
ほ
か
、
継
続
的
に
家
畜
伝
染

病
に
対
す
る
防
疫
体
制
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
旧

吉
松
家
住
宅
周
辺
再
開
発
事
業
」、「
恋
ヶ

浦
サ
ー
フ
ス
ポ
ッ
ト
及
び
夫
婦
浦
展
望
・

休
憩
所
整
備
事
業
」、「
高
松
海
水
浴
場

活
性
化
事
業
」、「
案
内
サ
イ
ン
整
備
事

業
」、「
体
験
メ
ニ
ュ
ー
・
ガ
イ
ド
力
向

上
事
業
」、「
ス
ポ
ー
ツ
＆
カ
ル
チ
ャ
ー

ラ
ン
ド
串
間
推
進
事
業
」、「
串
間
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
」
な
ど
を
中
心

に
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
た
め
の
取

り
組
み
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
「
旧
吉
松
家
住
宅
周
辺
（
仲
町

通
り
な
ど
）
再
開
発
事
業
」
に
つ
い
て
は
、

商
工
団
体
や
有
識
者
か
ら
な
る
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
基
本
計
画
を
策
定

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
串
間
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

事
業
」
に
つ
い
て
は
、
国
の
エ
コ
ツ
ア
ー

認
定
を
取
得
す
る
た
め
の
準
備
と
し
て
、

串
間
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
の
準
備

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
串
間
エ
コ
ツ
ア
ー

の
全
体
構
想
案
の
策
定
や
、
自
然
観
光

資
源
の
現
状
調
査
、
商
品
開
発
な
ど
を

調
査
、
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

基
本
目
標
５

「
生
活
基
盤
分
野
」

　
「
交
通
安
全
対
策
事
業
」
と
し
て
、
市

民
の
交
通
安
全
確
保
の
た
め
の
交
通
安

全
施
設
の
整
備
を
行
い
、
通
学
路
緊
急

合
同
点
検
に
よ
る
危
険
箇
所
の
重
点
的

な
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
串
間
駅
西
部
都
市
計
画
事
業
」
に
つ

い
て
は
、
庁
内
協
議
・
連
携
を
は
じ
め
、

国
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
事
業
連
携
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
協
議
・
要
望
を
進

め
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
「
住
宅
・
建
築
物
耐
震
改
修
事
業
」
に

つ
い
て
は
、
民
間
木
造
住
宅
の
耐
震
性
向

上
を
図
る
ほ
か
、「
公
営
住
宅
整
備
事
業
」

「
公
営
住
宅
な
ど
関
連
推
進
事
業
」
と
し

て
、
施
設
改
善
に
よ
る
長
寿
命
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
・
救
急
・
防
災
に
つ
い
て
は
、
国

の
補
正
予
算
を
活
用
し
、
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
確
立
す
る
た
め
の
消
防
防
災

基
盤
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
消

防
団
員
の
訓
練
・
研
修
の
充
実
に
取
り

組
み
な
が
ら
、
自
主
防
災
組
織
の
組
織

率
向
上
、
防
災
訓
練
な
ど
を
通
し
て
市

民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
目
指
す
と
と

も
に
、
津
波
避
難
経
路
な
ど
の
整
備
や

要
援
護
者
支
援
体
制
の
構
築
な
ど
の
減

災
対
策
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
非
常
時
に
住
民
の
避
難
所

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
串
間
市
民
総

合
体
育
館
に
お
い
て
、
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
基
金
を
活
用
し
た
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
整
備
い
た
し
ま
す
。

基
本
目
標
６

「
環
境
保
全
分
野
」
ほ
か

　
「
串
間
市
公
共
下
水
道
整
備
事
業
」
に

よ
り
生
活
イ
ン
フ
ラ
を
計
画
的
に
整
備

し
、
安
全
か
つ
安
定
的
な
水
の
供
給
と

水
道
経
営
の
健
全
化
お
よ
び
中
心
市
街

地
の
浸
水
被
害
防
止
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。　

　
「
総
合
運
動
公
園
整
備
事
業
」
に
つ
い

て
は
、
改
修
を
目
的
と
し
た
総
合
運
動

公
園
整
備
計
画
を
策
定
し
、
新
た
に
弓

道
場
建
設
の
た
め
の
調
査
事
業
に
着
手

い
た
し
ま
す
。

恊働と交流のまち 串間
豊かな自然とともに生きる喜びにあふれる

平成25年度　施政方針（抜粋）

１年間の主要な事業や予算について方向性を示す施政方針。
その概要をお知らせします。
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歳出
（目的別）

105億
1,000万円

義務的経費：57億646万2千円（54.3%）
投資的経費：9億6,603万7千円（9.2%）
その他経費：38億3,750万1千円（36.5%）

人件費
22億2,257万円
（21.1％）

民生費
38億2,889万2千円
（36.4％）

総務費
13億7,456万6千円
（13.1％）

公債費
12億1,555万1千円
（11.6％）

衛生費
10億6,287万6千円
（10.1％）

教育費
7億3,648万9千円
（7.0％）

土木費
7億2,106万8千円
（6.9%）

市税
15億5,686万6千円
（14.8％）

分担金及び負担金
1億3,798万5千円
（1.3％）

使用料及び手数料
1億4,907万円
（1.4％）

繰入金
3億5,345万8千円
（3.4％）

地方交付税
48億5,000万円
（46.1％）

国庫支出金
12億4,949万円
（11.9％）

県支出金
8億6,621万8千円
（8.2％）

市債
8億1,080万円
（7.7％）

その他
3億3,730万円
（3.3％）

その他
1億9,881万3千円
（1.9％）

扶助費
22億6,834万1千円
（21.6％）

公債費
12億1,555万1千円
（11.6％）

公債費
12億1,555万1千円
（11.6％）

普通建設事業費
8億279万8千円
（7.6％）

災害復旧事業費
1億6,323万9千円
（1.6％）

維持補修費
9,253万2千円
（0.9％）

補助費等
6億7,688万4千円
（6.4％）

繰出金
13億9,998万2千円
（13.3％）

その他
1億9,143万9千円
（1.8％）

物件費
14億7,666万4千円
（14.1％）

自主財源：23億9,619万2千円（22.8%）
依存財源：81億1,380万8千円（77.2%）

歳出
（性質別）

105億
1,000万円

歳入
105億
1,000万円

農林水産業費
5億6,329万7千円
（5.4％）

消防費
3億7,535万8千円
（3.6％）

商工費
2億8,858万1千円
（2.7％） 災害復旧費：1億6,330万2千円

（1.5％）
予備費：500万円
（0.1％）

議会費：1億7,502万円
（1.7％）

■平成２５年度当初予算の内訳（会計別）
（単位：千円，％、△は減）

【用語解説】
自主財源…�地方税や使用料、手数料などのように

地方公共団体自らの意思に基づいて徴
収するものをいいます。この財源が多
いほど財源の健全性・安全性が確保さ
れます。

依存財源…�国庫支出金、県支出金のように国や県
の意思決定で地方公共団体に交付され
るものです。

The  budget  for  fiscal  2013

平成25年度当初予算の主な新規事業をお知らせします

会計名 平成25年度 平成24年度 伸　率
一般会計 10,510,000 10,828,000 △ 2.9

特

別

会

計

国民健康保険特別会計（事業勘定） 3,592,198 3,692,229 △ 2.7
後期高齢者医療特別会計 666,291 653,758 1.9
簡易水道特別会計 161,377 213,757 △ 24.5
農業集落排水事業特別会計 38,223 36,571 4.5
公共下水道事業特別会計 220,778 193,691 14.0
漁業集落排水事業特別会計 1,986 2,566 △ 22.6
物品特別会計 113,252 77,043 47.0
介護保険特別会計（事業勘定） 2,518,796 2,488,530 1.2
介護保険特別会計（サービス事業勘定） 21,188 25,389 △ 16.5
市木診療所特別会計 63,439 64,596 △ 1.8

病院事業会計 2,212,136 2,022,016 9.4
水道事業会計 611,940 1,030,206 △ 40.6

合　　　計 20,731,604 21,328,352 △ 2.8

歳出
（目的別）

105億
1,000万円

義務的経費：57億646万2千円（54.3%）
投資的経費：9億6,603万7千円（9.2%）
その他経費：38億3,750万1千円（36.5%）

人件費
22億2,257万円
（21.1％）

民生費
38億2,889万2千円
（36.4％）

総務費
13億7,456万6千円
（13.1％）

公債費
12億1,555万1千円
（11.6％）

衛生費
10億6,287万6千円
（10.1％）

教育費
7億3,648万9千円
（7.0％）

土木費
7億2,106万8千円
（6.9%）

市税
15億5,686万6千円
（14.8％）

分担金及び負担金
1億3,798万5千円
（1.3％）

使用料及び手数料
1億4,907万円
（1.4％）

繰入金
3億5,345万8千円
（3.4％）

地方交付税
48億5,000万円
（46.1％）

国庫支出金
12億4,949万円
（11.9％）

県支出金
8億6,621万8千円
（8.2％）

市債
8億1,080万円
（7.7％）

その他
3億3,730万円
（3.3％）

その他
1億9,881万3千円
（1.9％）

扶助費
22億6,834万1千円
（21.6％）

公債費
12億1,555万1千円
（11.6％）

公債費
12億1,555万1千円
（11.6％）

普通建設事業費
8億279万8千円
（7.6％）

災害復旧事業費
1億6,323万9千円
（1.6％）

維持補修費
9,253万2千円
（0.9％）

補助費等
6億7,688万4千円
（6.4％）

繰出金
13億9,998万2千円
（13.3％）

その他
1億9,143万9千円
（1.8％）

物件費
14億7,666万4千円
（14.1％）

自主財源：23億9,619万2千円（22.8%）
依存財源：81億1,380万8千円（77.2%）

歳出
（性質別）

105億
1,000万円

歳入
105億
1,000万円

農林水産業費
5億6,329万7千円
（5.4％）

消防費
3億7,535万8千円
（3.6％）

商工費
2億8,858万1千円
（2.7％） 災害復旧費：1億6,330万2千円

（1.5％）
予備費：500万円
（0.1％）

議会費：1億7,502万円
（1.7％）

一般会計歳出予算 一般会計歳入予算
（性質別）

（目的別）

 基本目標１「市民活動・行財政経営分野」

◆ふるさとを元気にする市木柱松応援事業
　 ………………………………………… 50万円
　市木地区の伝統ある柱祭を支援する。

◆串間市行政評価・外部評価事業
　 ……………………………………… 37万6千円
　 行政評価に外部評価を導入し、事業の必要性、有効

性等について外部の視点を活用し改革改善を推進す
る。

 基本目標３「教育・文化分野」

◆複式学級支援のための非常勤講師配置事業
　 …………………………………… 591万1千円
　 変則的複式学級を解消するため、非常勤講師を配置

する。

 基本目標４「産業振興分野」

◆地域農業の再生をめざす集落営農支援事業
　 ………………………………………… 40万円
　 集落営農組織の設立を目指す集落等に対して、１集

落等に１０万円を助成する。

◆優良繁殖雌牛保留対策事業
　 ………………………………………… 480万円
　 南那珂管内で生産された優良雌子牛の地元保留を促

進するため、子牛品評会等において優等として評価
された子牛をせり市で購入した市内の生産農家に対
し助成する。

◆酪農素牛確保緊急対策事業
　 ………………………………………… 100万円
　 飼養頭数の減少及び乳牛の高齢化による、乳量・乳

質の低下抑制のため、素牛導入に対して助成する。

◆意欲ある漁業者・活力ある水産業対策事業
　 ………………………………………… 400万円
　 意欲ある漁業者の経営安定等を図るため、漁業共済

掛金及び漁船保険料を助成する。

◆串間エコツーリズム推進事業
　 …………………………………… 827万3千円
　 「串間ツーリズム推進協議会」の設立を目指して、エ

コツアーの全体構想案や自然観光資源の調査、市場
調査など認定コースや認定ガイドによるブランド化を

目指す。
◆都井岬再開発事業 ……………… 139万8千円
　 都井岬を中心とする観光振興計画の策定と実施に向

けた検討委員会運営経費

◆サンゴ群集保全推進支援事業 ……… 200万円
　 サンゴ群集を保全するため、オニヒトデ等の駆除を行

うほか観光メニュー等の利活用を図る。

 基本目標５「生活基盤分野」

◆安全・安心道路づくり調査事業
　 ……………………………………… 1,500万円
　 市道を対象に経年劣化等による危険箇所の点検や重

点環境整備箇所の抽出などの調査業務経費 

◆東九州自動車道串間地区整備促進事業
　 ………………………………………… 160万円
　 東九州自動車道早期整備に向けた陳情要望活動の強

化を図る。

◆ 防災拠点施設・再生可能エネルギー導入事業
（串間市民総合体育館） ………2,924万9千円

　 災害時の避難場所となっている市民総合体育館に、
太陽光発電及び蓄電池設備を設置する経費

◆河川改修事業 …………………… 716万3千円
　 集中豪雨時に江切川において、越流水による市道等

の冠水及び橋りょうが流失するおそれがあるため、排
水処理等分析を行う。

◆常備車輌等更新事業
　 ………………………………… 4,475万3千円
　 高規格救急車並びに小型クレーン付運搬車等更新経費

 基本目標６「環境保全分野」

◆再生可能エネルギー推進事業
　 …………………………………… 412万3千円
　 エネルギービジョンを策定することにより、各分野と

の連携も視野に当市の再生可能エネルギーの方向性
を見出すほか、段階的に再生可能エネルギーの導入
を目指す。
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楽
正國寺本堂で開かれた御堂コンサート。荘厳な雰囲気と美しいクラシックの調べが一体となり、来場者を魅了した。
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新
鮮
な
状
態
を
、
よ
り
長
く
楽
し
む
方
法
を
聞
い
て
き
ま
し
た

こ
れ
か
ら
お
い
し
い
季
節
を
迎
え
る
タ

ケ
ノ
コ
。
し
か
し
そ
の
旬
は
短
く
、
新
鮮

な
も
の
を
食
べ
ら
れ
る
期
間
は
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
あ
る
方
法
で
タ
ケ
ノ

コ
を
長
期
保
存
し
て
い
る
、
大
束
地
区
・

田
ノ
野
に
お
住
ま
い
の
遠
山
吉
信
さ
ん
・

ひ
ろ
み
さ
ん
夫
妻
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

一
昨
年
、
三
重
県
か
ら
串

間
市
に
移
住
し
て
き
た
遠
山

さ
ん
夫
妻
。「
元
々
野
菜
を

作
っ
た
り
山
菜
を
採
る
の
が

好
き
だ
っ
た
か
ら
、
串
間
の

環
境
は
す
ご
く
魅
力
的
で
す
」。

夫
婦
ふ
た
り
で
力
を
合
わ
せ

て
草
む
ら
だ
っ
た
庭
を
、
野
菜
で
い
っ
ぱ

い
の
畑
に
し
ま
し
た
。「
近
所
の
皆
さ
ん

が
野
菜
を
分
け
て
く
れ
た
り
、
山
菜
の
場 スロー

フード
旬を食べる
Kushima slow food

所
を
教
え
て
く
れ
た
り
、
ほ
と
ん
ど
自
給

自
足
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
」。
タ
ケ
ノ
コ
も

持
ち
主
の
許
可
を
も
ら
っ
て
、
裏
山
で
収

穫
を
楽
し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。「
１
日

で
１
２
０
本
採
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
お

す
そ
わ
け
が
大
変
で
し
た
」
と
う
ら
や
ま

し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
。
そ
ん
な
と
き
に
役

立
つ
の
が
、
今
回
ご
紹
介
す
る

保
存
法
で
す
。
そ
れ
は
、
一
口

大
に
切
っ
た
タ
ケ
ノ
コ
を
、
米

ぬ
か
を
入
れ
た
水
で
一
度
ゆ
で

て
、
砂
糖
を
ま
ぶ
し
た
状
態
で

フ
リ
ー
ザ
ー
バ
ッ
グ
に
入
れ
冷

凍
保
存
す
る
と
い
う
も
の
。

「
最
初
は
友
だ
ち
に
、
だ
ま
さ
れ
た
と

思
っ
て
や
っ
て
み
て
！ 

っ
て
言
わ
れ
て

（
笑
）。
１
年
経
っ
て
も
味
が
全
然
落
ち

な
い
ん
で
す
よ
」。
そ
の
言
葉
ど
お
り
、
解

凍
し
た
タ
ケ
ノ
コ
は
、
収
穫
し
た
と
き
の

み
ず
み
ず
し
さ
を
保
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

砂
糖
を
ま
ぶ
し
て
い
て
も
甘
く
な
ら
ず
、

解
凍
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
に
使
え
ま
す
。

お
い
し
い
タ
ケ
ノ
コ
を
長
く
楽
し
め
る

こ
の
方
法
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
お
試
し
あ
れ
。

春
の
味
覚
、タ
ケ
ノ
コ

フ
ル
ー
ト
の
お
か
げ
で
、
多
く
の
方
と
出
会
え
ま
し
た

お
香
の
香
り
が
優
し
く
包
み
、
和
ロ
ー

ソ
ク
の
明
か
り
が
ゆ
ら
ぐ
音
さ
え
聞
こ

え
そ
う
に
静
か
な
宵
。
奏
で
ら
れ
る
ク

ラ
シ
ッ
ク
の
調
べ
に
心
癒
さ
れ
る
と

き

—
—

。

２
月
、
福
島
地
区
・
寺
里
の
正
國
寺

本
堂
で
開
か
れ
た
『
御
堂
コ
ン
サ
ー
ト
』。

約
１
４
０
人
が
訪
れ
、
空
間

美
と
音
楽
を
楽
し
み
ま
し
た
。

演
奏
会
を
企
画
、
自
ら
も
フ

ル
ー
ト
演
奏
を
披
露
し
て
く

れ
た
の
は
正
國
寺
坊
守
の
井

手
純
子
さ
ん
。「
音
楽
で
豊

か
な
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
」

と
昨
年
か
ら
、
フ
ル
ー
ト
や
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
の
プ
ロ
奏
者
を
迎
え
て
の
演
奏
会
を

開
い
て
い
ま
す
。

純
子
さ
ん
は
千
葉
県
市
川
市
の
出
身

で
、
結
婚
を
機
に
４
年
前
、
串
間
市
に

転
居
。
都
会
と
の
環
境
の
違
い
も
「
東

京
湾
と
志
布
志
湾
。
同
じ
湾
岸
エ
リ
ア

で
親
し
み
を
感
じ
ま
す
」
と
大
ら
か
に

受
け
入
れ
、「
串
間
の
野
菜
は
１
つ
ひ
と

つ
が
大
き
く
て
立
派
。
な
に
よ
り
お
い スロー

ライフ
名人に学ぶ
Kushima slow Life

し
い
で
す
ね
」
と
楽
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。

武
蔵
野
音
楽
大
学
で
フ
ル
ー
ト
を
専

攻
し
て
い
た
純
子
さ
ん
は
卒
業
後
、
東

京
・
千
葉
で
演
奏
家
そ
し
て
講
師
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
坊
守
と
な
っ

て
か
ら
は
仏
教
婦
人
会
の
皆
さ
ん
と
共

に
お
寺
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
を
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
場
を
作
ろ
う
と
、
演

奏
会
を
開
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
音
楽
を
通
じ
、
縁
を

紡
い
で
き
た
純
子
さ
ん
。「
フ

ル
ー
ト
の
お
か
げ
で
多
く
の

方
と
出
会
え
ま
し
た
。
今
後
も
年
に
１

度
は
演
奏
会
を
開
け
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。
地
域
の
方
に
喜
ん
で
も
ら
え
た

ら
う
れ
し
い
」
と
穏
や
か
に
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

音
楽
で
心
豊
か
な
気
持
ち
に

遠山吉信さん
　　ひろみさん
ワラビやゼンマイなどの山
菜も、細かく切って冷凍保
存。そのままお寿司の具材
などに使えて便利ですよ。

正國寺坊守・フルート講師

井手純子さん
フルートは繊細な風貌で美
しい音色を奏でるのですが、
見た目と違って、体力を必
要とする楽器なんですよ。

タ
ケ
ノ
コ
の

天
ぷ
ら

●
用
意
す
る
も
の

・
タ
ケ
ノ
コ
…
…
…
…
適
量

・
し
ょ
う
ゆ
…
…
…
…
適
量

・
み
り
ん
・……
…
…
…
適
量

・
砂
糖
・…
…
…
…
…
適
量

●
つ
く
り
か
た

①�

解
凍
し
た
タ
ケ
ノ
コ
を
、

し
ょ
う
ゆ
や
み
り
ん
で

味
を
整
え
な
が
ら
煮
る
。

＊�

こ
の
と
き
、
砂
糖
は
少
々

多
め
に
入
れ
る
と
良
い
。

②�

衣
を
つ
け
、
高
温
の
油

で
サ
ッ
と
揚
げ
る
。

「
生
の
も
の
を
揚
げ
た
も
の

と
全
然
違
っ
て
、
す
ご
く

お
い
し
い
で
す
よ
！
」（
吉

信
さ
ん
）

【タケノコ】
イネ科。
一般的によく食べられ
るのは孟宗竹（もうそ
うちく）の若芽。
成長が早く、一旬（10
日ほど）で竹に成長
してしまうため、『筍』
の文字になったという。
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みんなで楽しくゲームを

　２月 23 日、串間市総合運動公
園で第６回ハイキングウォーキング
があり、市 内の小 学 生 約 70 人
が参加しました（主催：串間市青
年団協議会）。芝生広場や展望
台などにチェックポイントを設置し、
各所にさまざまなゲームを用意。
大人２人と子ども５人による綱引き
やフラフープを使っての巨大輪投
げなど一風変わった遊びを、子ど
もたちはとても楽しんでいました。

2Scene

福島小・５年

ニコニコガールズ
の皆さん

INTERVIEW

楽しい思い出

同級生と妹と一緒に来ました。今年で３
回目です。お兄さんたちとの綱引きが一
番面白かったです。みんなで色んなこと
をして遊べるのがとても楽しいです。一
緒に回ったお姉さんもすごく可愛かった
です。また来年も参加したいと思います。

3Scene

楽しく遊んで楽しく学ぶ

　３月６日、串間市総合体育館
で『もうすぐ１年生がんばろう大
会』がありました。参加したのは
市保育会所属の 11 園に通う年
長児約１３０人。大会ではふれあ
い遊びやかけっこ、交通教室が
開かれるなど内容はもりだくさん。
子どもたちの生き生きとした表情
が印象的でした。間もなく小学生
になる子どもたち。いつもよりお兄
さんお姉さんに見えた１日でした。

塩屋原保育所さくら組

田中颯
そう

汰
た

くん

INTERVIEW

うれしい１日

あさ、ほかの保育園のお友だちに自分
から「おはよう」とあいさつをしたら、「お
はよう」と返してくれました。それから得
意なかけっこで１番をとりました。今日
はうれしいことがいっぱいでした。お弁
当を食べたあとも楽しく遊びたいです。

ご当地の魅力大いに発信

　２月 23 日〜 24 日にかけて、豊
中 市で『 九 州・沖 縄 観 光 物 産
展』が開かれ、各種特産品の販
売やご当地ゆるキャラによる観光Ｐ
Ｒを行いました。わが串間市から
も、市地場産業振興対策協議会
とチャレンジくしまアンテナショップ
宮崎が特産品を出品。大きな人
気を集めました。また、都井岬ゆ
るきゃらのみさきちゃんも参加。串
間市の魅力を大いに発信しました。

1Scene

豊中市在住

水谷美智子さん

INTERVIEW

来年も来たい

あくまきやかまぼこ、さつまいもなどを買
いました。特にかまぼこは大好きです。
わたしは串間市の隣り南郷町の出身な
ので、売り子さんの串間弁を聞くとなん
だか心がホッとして、懐かしさを感じまし
た。来年もまた開催してほしいですね。

前途洋々たる門出を祝う

　３月 12 日、串間市役所で『自
衛隊新入隊者激励会 』があり、
串間市からの新入隊者 12 人が参
加しました。会では来賓として出
席された自衛官の方々が新入隊者
へ向け「いつか部隊で会いましょう」

「わたしも同じ県出身者です」な
ど温かく迎える言葉をかけていまし
た。国の独立と平和を守り、国民
生活の安全を守る自衛官。新入
隊者の皆さんの活躍を期待します。

4Scene

陸上自衛隊
（国分駐屯地）入隊予定

谷口直希さん

INTERVIEW

念願の自衛官

以前から希望職種は自衛官でした。東日
本大震災で支援活動をする自衛隊の姿
を見て誇りある仕事だと思い、さらに思い
を強くしました。災害地派遣は主に陸上
自衛隊なので、迷わず選びました。信頼
される自衛官になりたいと思っています。

My Town Topics

まちの話題
市内の話題や出来事などを写真を交えて紹介します。

市木・都井の魅力を満喫

　３月 16・17 日に『Ｒ４４８ハク
ランカイ！ 』がありました。これは
市 木 から都 井にかけての 国 道
４４８号線沿いの海岸線を中心に、
10 のプログラムを体 験できると
いう取り組み。 恋ヶ浦でのサー
フィン教室やノルディックウォーキン
グ、都井岬サンセットハイキング
など、多彩なメニューが揃いまし
た。市内外からの参加者は、初春
の串間の海を堪能していました。

5Scene

風情美吉松邸ひなまつり

肝付町在住 (鹿児島 )

竹之下和江さん（右）
上
かみ

羽
は

坪
つぼ

ヒロ子さん（左）

INTERVIEW

毎年訪れます

こちらのひなまつりには毎年来ています。
昨年からは人に教わり、自分でもさげも
んを作るようになったので、各地のひな
かざりを見に歩いています。吉松家住宅
はとても落ち着く雰囲気で、雛人形が一
段と映えますね。来年もまた来たいです。

　２月 13 日〜３月 17 日まで、旧
吉松家住宅で市民から提供され
た雛人形やさげもん ( ひなの会 )
などを展示した『ひなまつり』が
ありました。この時期の風物詩で
ある同まつり。例年好評で、期間
中約２,２００人が訪れ、風情ある
建築美と華やかな雛飾りを楽しみ
ました。期間中はさげもん作り体
験やひな人形との記念撮影も催さ
れ、楽しみ多いまつりとなりました。

都城市在住

柏木尚
ひさ

智
とも

さん
　　亜佐子さん

INTERVIEW

波乗り楽しい

サーフィン体験教室に参加しました。初
めての体験です。面白いけど難しいです
ね。でも、先生の指導が良かったおかげ
で、サーフィンを楽しむことができました。
こんな体験、よそではできないです。今
度は姉も誘ってぜひ来たいと思います。

6Scene

1970春に開かれる『もうすぐ１年生がんばろう大会』（8P参照）
や各学校の交通教室でもおなじみの交通指導員。正しい
交通ルールの実践を習慣づけようと、昭和45年に誕生し
ました。「紺色の制服、制帽を身につけ街頭に立ち続ける
指導員の願いはただひとつ。恐ろしい交通事故が未然に防
止されることです（昭和45年４月発行・広報くしまから）」。

思い出の
Photograph

街頭に立つ婦人交通指導員

小学生を見守る交通指導員
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日
時

地
区 時　　間 場　　　所

４
月
23
日
（
火
）

本　

城

　9：20〜　9：30 下代田公民館
　9：45〜　9：55 遍保ヶ野公民館
10：05〜 10：15 森田毅宅前
10：25〜 10：40 中園公民館
10：50〜 11：00 樋口公民館
11：10〜 11：20 小田代公民館
11：30〜 11：45 本城支所
13：30〜 13：40 崎田集落センター
13：50〜 14：00 永田公民館
14：15〜 14：25 港公民館

４
月
24
日
（
水
）

福　

島

　9：10〜　9：25 郡元公民館
　9：35〜　9：55 天神公民館
10：05〜 10：20 みやざき農業共済組合
10：30〜 10：45 上町公民館

北
方
10：55〜 11：05 東上池集落センター
11：15〜 11：25 徳間集落センター

福　

島

13：20〜 13：35 桂原研修センター
13：45〜 13：55 穂佐ヶ原公民館
14：05〜 14：15 霧島地区集落センター

４
月
25
日
（
木
）

北　

方

　9：15〜　9：25 鯛取営農会館
　9：35〜　9：45 倉掛公民館
　9：55〜 10：05 秋山公民館
10：15〜 10：25 小城久保公民館
10：35〜 10：45 初田公民館
10：55〜 11：05 田渕集落センター
11：15〜 11：25 谷ノ口公民館
11：35〜 11：45 農村環境改善センター
13：30〜 13：40 古川地区集落センター
13：50〜 14：00 羽ヶ瀬公民館
14：10〜 14：20 前田公民館

４
月
26
日
（
金
）

都　

井

　9：20〜　9：30 黒井公民館
　9：40〜　9：50 立宇津公民館
10：00〜 10：15 都井支所
10：25〜 10：35 東地区営農研修施設
10：45〜 11：00 宮原公民館
11：20〜 11：30 東漁協
11：45〜 11：50 牧組合事務局前

計 89ヵ所

日
時

地
区 時　　間 場　　　所

４
月
15
日
（
月
）

大　

束

　9：15〜　9：20 大重野集落センター
　9：30〜　9：35 真萱公民館前
　9：45〜　9：50 赤池地区集会所
10：00〜 10：05 旧大矢取バス停
10：25〜 10：35 三幸ヶ野集荷場前
10：45〜 11：00 一氏公民館
11：15〜 11：20 旧射馬地野バス停
11：35〜 11：45 市ノ瀬自治公民館

福
島

13：30〜 13：45 寺里　坂元石油店裏
13：55〜 14：10 泉町市民駐車場
14：20〜 14：35 市民体育館下駐車場

４
月
17
日
（
水
）

大　

束

　9：20〜　9：30 風野公民館
　9：50〜　9：55 広野地区集落センタ一
10：05〜 10：15 津曲商店前
10：25〜 10：30 旧末広バス停前
10：40〜 10：50 高則地区集落センタ一
11：00〜 11：15 揚原地区集落センタ一
11：25〜 11：35 井牟田研修センタ一

福
島 13：30〜 13：45 塩屋原公民館

本　

城

14：00〜 14：10 上千野集落センタ一
14：20〜 14：25 中千野集落センタ一
14：30〜 14：45 下千野集落センタ一

４
月
18
日
（
木
）

大　

束

　9：35〜　9：40 旧奈留バス停前
　9：50〜 10：00 島田利明宅前
10：15〜 10：25 西ノ園集落センタ一
10：35〜 10：50 上園田公民館
11：00〜 11：15 大束支所
11：30〜 11：35 白坂公民館

福
島

13：30〜 13：40 笠祇公民館
13：55〜 14：00 奴久見　消防格納庫前
14：15〜 14：25 鹿谷公民館

４
月
19
日
（
金
）

市　

木

　9：30〜　9：40 郡司部公民館
　9：50〜 10：00 子持田公民館
10：10〜 10：20 海北公民館
10：30〜 10：40 市木中央公民館
10：55〜 11：00 内ノ畑地区集落センター
11：10〜 11：20 石原公民館
11：45〜 11：55 石波公民館
12：05〜 12：15 藤公民館
13：50〜 13：55 夫婦浦
14：05〜 14：15 舳バス停前

都
井
14：35〜 14：40 名谷公民館
14：50〜 15：00 大納集落センター

４
月
22
日
（
月
）

福　

島

　9：15〜　9：30 高松公民館
　9：45〜 10：00 有明児童公園横
10：10〜 10：25 塩町公民館
10：35〜 10：55 今町公民館
11：10〜 11：25 金谷公民館
11：35〜 11：45 西商店前
13：20〜 13：30 下田口公民館先（田口池入り口）
13：40〜 13：55 西方地区集落センター
14：05〜 14：20 木代公民館

「
す
こ
や
か
ひ
ろ
ば
」
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　

子
育
て
親
子
が
気
軽
に
、
そ
し
て
自

由
に
利
用
で
き
る
交
流
の
場
で
す
。
子

育
て
に
不
安
や
悩
み
な
ど
を
持
っ
て
い

る
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
相
談

に
の
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
身
近
な
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

育
児
や
子
育
て
に
関
す
る
情
報
の
提
供

を
行
っ
た
り
、
親
子
で
楽
し
め
る
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
人
が
利
用
で
き
る
の
？

　

就
学
前
の
子
ど
も
さ
ん
と
そ
の
保
護

者
が
利
用
で
き
ま
す
。

＊ 

詳
細
は
表
１
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。

５
月
か
ら
は
、
２
時
間
以
内
の

「
一
時
預
か
り
」
が
で
き
ま
す

「
一
時
預
か
り
」
っ
て
？

　

子
ど
も
さ
ん
を
家
庭
で
育
て
ら
れ
て

い
る
と
き
、『
短
時
間
で
い
い
の
で
、

だ
れ
か
に
子
ど
も
を
み
て
い
て
ほ
し

い
！ 

』
と
い
う
思
い
を
さ
れ
た
経
験

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
「
病
院
に
行
き
た
い
け
ど
…
」「
美
容

院
に
行
き
た
い
け
ど
…
」「
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
し
た
い
」
な
ど
の
理
由
で
も
、

も
ち
ろ
ん
利
用
が
可
能
で
す
。

　

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
詳
細
は
表
２
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

【
ご
利
用
前
の
準
備
】

◆ 

一
時
預
か
り
を
利
用
す
る
場
合
は
、

事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

＊ 

子
ど
も
さ
ん
の
健
康
状
態
な
ど
を
把

握
す
る
た
め
で
す
。

◆ 

利
用
す
る
場
合
は
、
前
日
ま
で
に
子

育
て
支
援
係
に
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
事
務
所
子
育

て
支
援
係
☎
72

−

８
７
０
１

■子育て支援

Parenting 
Support

子育て支援情報

４月８日
『すこやかひろば』
をオープンします

●
安心して生み育てる環境整備のために、
親子でふれあえる場を増やしました。

16

すこやかひろばのお約束
☆�お子さんのけがなどには、各自気を付
けましょう。
☆�発熱や下痢、感染性の病気のときは、
ご利用をご遠慮ください。

☆�着替えは各自で持参して
ください。

場 　 所 串間市総合保健福祉センター２階

利用できる日
月曜日～金曜日
（�ただし、祝日および12/29
～1/3は除きます）

利 用 時 間

午前8時半～正午、
午後1時～午後5時15分
＊�第２、３、４水曜日は午後から
健診などがあるため、午前8時
30分～午前11時の間のみ利用
できます。

利 用 料 金 無料

場 　 所 串間市総合保健福祉センター　２階

利用できる日 月曜日～金曜日
（ただし、祝日および12/29～1/3は除きます）

利用できる時間 表1の利用時間中の２時間以内

利用できる条件
・�生後３か月から就学前までの集団保育可能なお
子さま
・�発熱や下痢、感染症などの疾患を有しないお子
さま

定 　 員 １回につき1人（兄弟がいる場合は1組とします）
＊基本的に午前中に1人、午後1人です。

利 用 料 金 1人につき５００円

【表1】すこやかひろば

【表2】一時預かり

市 政 ニ ュ ー ス
　

狂
犬
病
は
抜
本
的
な
治
療
法

は
な
く
発
症
す
る
と
ほ
ぼ
１
０

０
％
死
ん
で
し
ま
う
恐
ろ
し
い
病

気
で
す
。
そ
ん
な
病
気
か
ら
愛

犬
や
自
分
の
身
を
守
る
た
め
に

も
、
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防

注
射
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

毎
年
春
と
秋
に
各
地
域
を
巡

回
し
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
後

91
日
以
上
の
犬
は
、
生
涯
１
回
の

登
録
を
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

（
狂
犬
病
予
防
法
第
４
条
）
登
録

は
市
役
所
市
民
生
活
課
環
境
保

全
係
窓
口
に
て
、
ま
た
集
合
注

射
の
際
に
も
受
け
付
け
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
集
合
注

射
後
の
予
防
注
射
は
、
動
物
病

院
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●�

予
防
注
射
に
必
要
な
も
の
＝
犬

の
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、

注
射
受
付
票
と
料
金
。
登
録
さ

れ
て
い
な
い
方
は
料
金
の
み
。

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

●
料
金（
１
頭
）

・�

犬
の
登
録
＝
３
、
０
０
０
円

（
生
涯
に
１
回
）

・�

狂
犬
病
予
防
注
射
＝
３
、０
０

０
円
（
毎
年
１
回
）

平成25年度狂犬病予防集合注射予定表

愛
犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う

■��

平
成
25
年
度
第
１
回
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す
。

　

都
合
の
良
い
日
時
・
場
所
で
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●問い合わせ●
市民生活課�環境保全係

☎内線２５３
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生涯学習だより前期公民館講座の参加者を募集いたします。

講座番号 講　　　座　　　名 日　　　　時 講　　　師 定員 回数 ひとことメモ

中
央

1 初級良子さんのハーモニカ教室 第3木曜日 午後1時～3時 西北　良子 15 5 昔なつかしい音色、皆で楽しみませんか。

2 親子で簡単、英語で楽しむ物語 ５月１１日・６月８日・７月６日
午後２時～３時 小山　宏子 １０組 3 英語のうたで、英語のリズム、親子で楽しもう！

3 １からはじまる韓国語 第1・
第3木曜日 午前１０時～１１時 西山　在鏡 15 8 まずは一歩から。初歩の初歩を学びましょう。

4 ※ パティシエになろう 第２火曜日 午後３時～５時 萩原　純正 15 8 プロの職人と一緒に洋菓子作りを楽しみませんか。

5 水彩画 第1・
第3火曜日 午後1時半～3時半 渡会　理美子 15 8 身近な花を楽しみながら描きましょう。

6 パッチワーク 第２・
第4火曜日 午後７時～８時半 根井　久美子 15 10 初心者の方中心。針も、お口も動かしながら、楽しくできます。

7 ※ コツコツクッキング 第1火曜日 午後６時～８時半 中原　裕紀子 24 5 カルシウム・ビタミンたっぷりの料理教室です。

8 歌って鳴らそうハンドベル 第2金曜日 午前10時～12時 元村　ゆかり 15 5 歌いながらハンドベル！！ 楽しみながら頭の体操！

9 楽しいラテンパーカッション 第1・
第3水曜日 午後7時～8時半 古賀　智行 10 8 ラテンから始めよう！ パーカッションの基本。

10 ※ お肌にやさしい石鹸づくり 第2月曜日 午後1時～3時 井手　美保子 24 3 自分のためのオリジナルの石けんをつくります。

11※ 実用習字 第2・
第4木曜日 午後1時半～３時半 緒方　和子 10 10 役に立つ実用習字。筆・ペンどちらも教えます。

12 柔力球＋α 第2・
第4水曜日 午後1時～3時 生涯学習専門指導員 15 10 ラケットとボールを使い、気軽に体を動かしましょう。

13 切り絵・ちぎり絵 第１・
第３水曜日 午後1時半～4時 生涯学習専門指導員 10 10 独特の造形が味わい深く素敵な作品ができます。

大
束

14 囲碁教室 第２・第４
金曜日 午後１時半～３時半 東郷　久盛 10 10 初めての方大歓迎！ 気楽に遊びに来て下さい。

15 中級ハーモニカ教室 第３金曜日 午後１時半～３時半 西北　良子 15 5 ハーモニカを習って毎日を楽しく過ごしませんか。

16 ※ 地産地消料理教室 第１金曜日 午前１０時～１２時 生涯学習専門指導員 10 5 自家製無農薬野菜を使って料理しましょう。

17 紙芝居を作ろう 第２木曜日 午後１時半～３時半 生涯学習専門指導員 10 5 紙芝居を作って学校施設等で発表しませんか。

18 ボランティア教室 第3水曜日 午後１時半～３時 生涯学習専門指導員 10 5 色々なことを楽しく学んで施設等で発表しませんか。

市
木

19 骨盤体操＆ダンベル体操 ６月１３日～毎週木曜日
午後1時半～3時 児玉　良子 10 5 骨盤は身体の大黒柱です。体のゆがみを直しましょう。

20 ※ 絵手紙 毎週水曜日 午前10時～12時 長岡　リユ 10 5 描いて楽しい。もらってうれしい。絵手紙はじめてみませんか。

21 民舞 第1・第3
木曜日 午後1時半～3時半 林　律子 15 6 楽しく踊って健康増進！

本
城

22 ※ 竹かご作り 9月30日～毎週月・火曜日
午後1時半～4時半 吉田美代治 10 9 竹かごづくりからはじまります、チャレンジしませんか。

23 骨盤体操＆ダンベル体操 ５月９日～毎週木曜日
午後1時半～3時 児玉　良子 10 5 骨盤は身体の大黒柱です。体のゆがみを直しましょう。

24 ※ コツコツクッキング 第2火曜日 午前１０時～１２時 中原　裕紀子 15 5 若々しい骨づくりのためのカルシウムたっぷりの料理教室です。

25 初級パソコン教室 毎週水曜日 午後２時～４時 生涯学習専門指導員 10 20 パソコンのスイッチの入れ方から始めてみませんか！

都
井

26 英語教室 毎週水曜日 午後４時半～5時半 井手メロディ 20 10 かんたんなあいさつから楽しく学べます。

27 ※ 墨画 第2・第4
火曜日 午後２時～３時半 緒方　和子 10 8 墨の濃淡で描く絵。コツを教えます。

28 ※ 貯筋体操 6月24日・7月1・8・22・29日
午前10時～11時半 島田　佳枝 20 5 筋肉つければ姿勢が良くなり１０歳若返る…かも。

北
方 29 ※ 団子（和菓子）づくり 第３月曜日 午後７時～９時 水元　美保子 15 5 昔ながらの串間の味、家庭でつくれる本物の団子づくり。

【注】受講料は無料ですが、※については材料代が必要となります。
【記入例】

フェイスブックでは
こんな画像も紹介！

パナップのトップページ（ホームページ）

【申込方法について】
講座の申込みについては、左記記入例を参照
してください。ハガキに必要事項をご記入の
上郵送いただくか、中央公民館にて申込用紙
にご記入いただくか、いずれかの方法でお願
いいたします。

☆ 平成 25 年度公民館自主サークルについ
ても参加者を募集します。詳細は、次回
お知らせいたします。

（表面） （裏面）
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串
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市
大
字
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方
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市
中
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公
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行
き
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電話番号　〇〇 –〇〇〇〇

希望講座　���５．水彩画

　　　　　１２．柔力球＋α

「
そ
ん
な
こ
と
や
っ
て
い
る
な

ん
て
知
ら
な
か
っ
た
」
と
言
わ

れ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

串
間
市
で
は
ほ
か
の
市
町
村

に
比
べ
、
市
民
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
盛
ん
で
す
。
し

か
し
、
そ
の
す
べ
て
が
市
民
の

耳
に
届
か
な
い
こ
と
も
多
く
あ

り
ま
し
た
。

そ
ん
な
問
題
解
決
や
多
く
の

市
民
に
「
串
間
を
楽
し
ん
で
も

ら
う
」
と
い
う
想
い
か
ら
、
パ

ナ
ッ
プ
で
は
で
き
る
だ
け
多
く

の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

全
力
で
伝
え
ま
す
！

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
な
ど
を
活
用
し
、
毎
週

情
報
を
更
新
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、

◎
助
成
金
や
補
助
金
情
報

◎
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

◎
市
民
活
動
の
ご
紹
介

◎
便
利
・
お
役
立
ち
情
報　

な
ど
の
情
報
を
趣
向
を
凝
ら

し
見
や
す
く
、
分
か
り
や
す
く

工
夫
し
、
発
信
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
記
事
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
や
ご
意
見
も
電
話
は
も

ち
ろ
ん
、
メ
ー
ル
で
簡
単
に
で

き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
一
度
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
想
い
を

み
ん
な
に
伝
え
ま
す
。

み
ん
な
も
伝
え
よ
う
！

「
自
分
た
ち
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
作
り
た
い
！
」「
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
っ
て
な
に
？
」
パ

ナ
ッ
プ
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
関
す
る
相
談
、
ア
ド
バ
イ
ス

も
行
っ
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に

伴
い
、
よ
り
ネ
ッ
ト
環
境
が
身

近
に
な
っ
た
近
年
。
気
軽
に
自

分
た
ち
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
市

民
団
体
の
方
も
増
え
て
い
ま
す
。

「
活
動
を
知
っ
て
ほ
し
い
」

「
仲
間
を
増
や
し
た
い
」
そ
ん

な
思
い
を
持
た
れ
て
い
る
方
は

ぜ
ひ
一
度
挑
戦
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
簡
単
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
成
術
や
フ
ェ
イ
ス

情
報
発
信
し
て
い
ま
す
か
？

パ
ナ
ッ
プ
が
あ
な
た
の

強
い
味
方
に
な
り
ま
す
！

パナップは、みなさまの市民活動を支援します！

●住所＝串間市大字西方5500-2 　●TEL/FAX＝0987-27-3075　●開館日＝平日午前９時～午後６時
●メール＝kushimageinin@kkd.biglobe.ne.jp 　●ＨＰ＝http://kushima-panerp.com/

春ですが、もう夏の
イベントの準備に
取りかかかりましょう！
…ということで一句、
 夏に向け
	 にぎわい創る
	 補助金で
	 （字余り）

ブ
ッ
ク
活
用
術
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
世
界
中

と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
串
間

の
良
さ
、
串
間
人
の
良
さ
、
市

民
み
ん
な
で
日
本
中
、
世
界
中

に
発
信
し
ま
し
ょ
う
。

平成25年度前期公民館講座受講生募集
中央公民館では、5 月から前期公民館講座が始まります。新しい講座も増えてより一層充実！
みなさんの参加をお待ちしています。
●申込締切り＝４月 26 日（金）（先着順）　●申込・問い合わせ先＝串間市中央公民館☎ 72 −１８４６

センター長の岩下です
！
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健康マメちしき
H e a l t h  K n o w l e d g e

串
間
市
民
の
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
市
民
病

院
内
科
の
中
西
で
す
。

早
い
も
の
で
、
鹿
児
島
大
学
の
医
局
か
ら
串
間

に
派
遣
さ
れ
て
今
年
が
６
年
目
に
な
り
ま
す
。
…

と
、
昨
年
と
全
く
同
じ
書
き
出
し
で
し
た
。
こ
こ

串
間
に
い
つ
ま
で
い
ら
れ
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と

思
う
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

さ
て
、
昨
年
の
医
療
講
座
は
串
間
市
民
の
皆
さ

ま
へ
の
提
言
を
い
く
つ
か
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
今
年
は
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
治
療
に
つ
い

て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
も
何
度
か
ほ
か
の
先
生
が
ピ
ロ
リ

菌
に
関
連
し
た
内
容
は
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
が
、

つ
い
先
日
除
菌
治
療
の
適
応
に
つ
い
て
大
き
な
変

更
が
あ
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で

す
で
に
ご
存
じ
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
が
、
そ
れ
は
ピ
ロ
リ
菌
に
よ
る
慢
性
胃
炎
に
対

す
る
除
菌
療
法
に
、
健
康
保
険
の
適
用
が
認
め
ら

れ
た
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
①
内
視
鏡
検
査
も
し
く
は
造
影

検
査
で
胃
潰
瘍
も
し
く
は
十
二
指
腸
潰
瘍
と
診
断

さ
れ
た
方
②
胃
M
A
L
T
リ
ン
パ
腫
の
方
③
特

発
性
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
④
早
期
胃
が
ん
に

対
す
る
内
視
鏡
的
治
療
後
の
方
、
こ
れ
ら
の
い
ず

れ
か
に
当
て
は
ま
り
、
か
つ
ピ
ロ
リ
菌
陽
性
の
患

者
さ
ん
し
か
保
険
で
の
除
菌
治
療
は
認
め
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
今
回
、
内
視
鏡
検
査
で
胃
炎
を
認
め
、

そ
れ
が
ピ
ロ
リ
菌
感
染
に
よ
る
も
の
と
診
断
さ
れ

た
方
も
除
菌
治
療
が
保
険
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
わ
れ
わ
れ
消
化
器
専
門
医
の
間
で

は
、
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
い
る
胃
は
胃
潰
瘍
や

M
A
L
T
リ
ン
パ
腫
を
起
こ
し
や
す
い
だ
け
で

な
く
、
発
が
ん
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
う
こ
と
は

常
識
で
し
た
（
10
年
で
２
・
９
％
の
人
が
発
が
ん

す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
）。
内
視
鏡
検
査
を
す
る

と
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
い
る
人
は
特
有
の
胃
炎

を
起
こ
し
て
い
る
の
で
す
ぐ
分
か
り
ま
す
。
将
来

的
に
発
が
ん
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
分
か
っ
て
い

な
が
ら
、
除
菌
す
る
と
な
る
と
自
費
に
な
る
た
め
、

積
極
的
に
治
療
を
勧
め
づ
ら
い
現
状
に
こ
れ
ま
で

歯
が
ゆ
い
思
い
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
よ
う
や

く
そ
の
よ
う
な
状
況
が
打
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。

２
０
０
９
年
の
医
療
講
座
で
も
書
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
特
に
こ
の
串
間
は
胃
が
ん
で
の

死
亡
率
が
高
く
、
宮
崎
県
の
平
均
の
倍
近
く
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
健
診
の
受
診
率
の
低
さ

に
加
え
、
串
間
は
高
齢
者
が
多
い
こ
と
も
一
因
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。
実
は
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
い

る
人
は
、
衛
生
状
態
の
良
く
な
い
時
代
に
生
ま
れ

た
世
代
の
方
々
に
多
い
か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
市

民
の
皆
さ
ま
、
特
に
高
齢
者
の
方
々
は
積
極
的
に

健
診
（
内
視
鏡
検
査
）
を
受
け
、
ピ
ロ
リ
菌
に
よ

る
胃
炎
と
診
断
さ
れ
た
ら
除
菌
治
療
を
受
け
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

最
後
に
、
そ
の
除
菌
治
療
に
つ
い
て
い
く
つ
か

注
意
点
を
書
い
て
お
き
ま
す
。
実
は
ピ
ロ
リ
菌
に

感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か
だ
け
な
ら
、
息
を
吐
い

て
も
ら
う
尿
素
呼
気
試
験
や
、
血
液
や
尿
中
の
抗

体
、
便
中
の
抗
原
な
ど
を
調
べ
る
だ
け
で
診
断
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
認
め
ら
れ
た
の
は
「
内

視
鏡
検
査
で
胃
炎
と
診
断
さ
れ
」
か
つ
「
各
種
検

査
の
う
ち
一
つ
で
ピ
ロ
リ
菌
陽
性
と
診
断
さ
れ
た

場
合
」
で
す
。
つ
ま
り
、
必
ず
内
視
鏡
検
査
を
受

け
て
頂
か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
。
こ
う
聞
く

と
「
カ
メ
ラ
は
お
じ
ー
」
と
い
っ
て
敬
遠
さ
れ
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
検
査
が
き

つ
く
な
い
よ
う
に
薬
で
頭
を
ぼ
ー
っ
と
さ
せ
て
受

け
る
な
ど
の
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
、
尻
込
み
せ

ず
に
一
度
受
け
て
み
て
下
さ
い
。

ほ
か
に
も
除
菌
治
療
に
あ
た
っ
て
は
、
下
痢
な

ど
の
副
作
用
を
起
こ
す
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、
最

近
で
は
治
療
に
対
す
る
耐
性
菌
も
増
え
て
い
ま
す

の
で
一
回
の
治
療
だ
け
で
は
成
功
し
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

し
か
し
当
院
で
は
内
科
の
井
上
龍
二
医
師
が
昨

年
「
日
本
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
学
会
」
の
認
定
医
を

取
得
し
、
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
専
門
外
来
を
行
っ
て

い
ま
す
（
宮
崎
に
は
同
認
定
医
は
７
人
し
か
い
ま

せ
ん
！ 

）。
同
医
師
が
内
視
鏡
検
査
に
よ
る
診
断

か
ら
治
療
ま
で
一
貫
し
て
行
い
ま
す
の
で
、
自
分

が
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
い
る
か
知
り
た
い
、
感

染
し
て
い
る
な
ら
ば
除
菌
し
た
い
、
と
考
え
て

ら
っ
し
ゃ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
当
院
の
ピ
ロ
リ
除

菌
専
門
外
来
を
受
診
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

chihiro Nakanishi

ピ
ロ
リ
菌
除
菌
に
つ
い
て

卒業式がありました

メ
イ
ト
や
学
年
全
員
と
仲
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
宿
泊
研
修
を
通
し

て
、
み
ん
な
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
を
作
り
、

遠
足
が
始
ま
る
こ
ろ
に
は
み
ん
な
と
て
も

い
い
笑
顔
で
遠
足
に
参
加
し
ま
す
。
遠
足

で
は
、
２
・
３
年
生
の
先
輩
方
や
先
生
方

と
の
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
歩
き
、
学
校
全
体
の
仲
を
深
め

ま
す
。

福
島
県
福
島
高
校
と
の
交
歓
会

ま
た
今
年
は
、
福
島
県
立
福
島
高
校

（
Ｆ
・
Ｆ
）
と
の
交
歓
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
じ
校
名
と
い
う
絆
か
ら
生
ま
れ
た
こ
の

交
歓
会
で
は
、
Ｆ
・
Ｆ
の
合
唱
部
を
招
待
し
、

行
わ
れ
ま
し
た
。
お
互
い
の
学
校
紹
介
や

Ｆ
・
Ｆ
の
震
災
復
興
活
動
紹
介
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
震
災
を
体
験
し
た
生
の
声

を
聞
き
、
わ
た
し
た
ち
に
震
災
の
怖
さ
や

人
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
交
歓
会
が
で
き
た
こ
と

に
も
感
謝
し
た
い
で
す
。

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
回
で
３
回
目

の
投
稿
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

福
島
高
校
の
１
年
間

３
年
生
も
卒
業
し
、
福
島
高
校
で
の
１

年
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で
今
回
は
１
年
間
の
出
来

事
を
振
り
返
り
、
福
島
高
校
の
１
年
間
に

つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
年
生
の
入
学
式
が
あ
る
と
す
ぐ
に
歓

迎
遠
足
と
い
う
も
の
が
行
わ
れ
ま
す
。
１

年
生
は
遠
足
２
日
前
か
ら
自
然
の
家
で
宿

泊
研
修
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
は
学
校

生
活
に
必
要
な
集
団
行
動
の
練
習
を
は

じ
め
に
、
カ
レ
ー
作
り
や
大
縄
跳
び
大
会
、

ク
ラ
ス
で
の
出
し
物
の
発
表
な
ど
ク
ラ
ス

こ
ん
に
ち
は
、
福
島
高
校
で
す
！

魅
力
あ
る
福
島
高
校
の
取
り
組
み

〜
自
ら
学
び
　
表
現
力
あ
る
福
高
生
〜

福
島
高
校
１
年
間
の
ま
と
め

福島高校２年
生徒会長

萩原渉
わたる

くん

わたしが
レポートします。

　先月、３月１日に卒業式があり、３年生の先輩方が卒業されました。
　福島高校の最上級生としてやってこられた先輩方の背は大きく、
学校生活や部活動などでたくさんのことを教えていただきました。本当
に卒業おめでとうございます。
　これから先も伝統を守り、これから入ってくる後輩に伝えていきたい
と思います。

著：串間市民病院�内科
医師�中西　千尋
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そ
れ
で
も
大
成
功
で
し
た
。
２
個
の

パ
イ
と
１
個
の
ラ
ミ
ン
ト
ン
ケ
ー
キ

と
合
わ
せ
て
１
キ
ロ
く
ら
い
砂
糖
を

使
い
、
す
ご
く
甘
い
と
み
ん
な
が
感

じ
た
み
た
い
で
す
。

　

や
は
り
外
国
人
の
ほ
う
が
甘
い
も

の
が
好
き
み
た
い
で
す
が
日
本
人
の

皆
さ
ん
か
ら
も
大
好
評
で
し
た
。
次

に
料
理
教
室
を
行
う
と
き
は
、
ま
た

ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
！�

わ
た
し
も
い
ろ
い
ろ
勉
強
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
エ
イ
プ
リ
ル
フ
ー
ル
の

た
め
、
嘘
を
一
つ
つ
い
て
し
ま
い
ま

し
た
。
さ
あ
ど
れ
で
し
ょ
う
？

LibraryKushima
[Book]

体育館でドッジボールをしていたぞ
うきんは、バドミントンのはねから

「やる気がない」といわれてしまいま
す。勝ち負けをきそうのが苦手なぞ
うきんのために、みんなはぞうきん
が楽しめるように考えて…。

子どものころから正義感が強かった
凛々子は、念願の検事になり意欲に燃
えるものの苦戦の連続。周囲に支えら
れながらひとつずつ難関に挑むが、つ
いにある大失態をおかして…。『小説野
性時代』連載に加筆・修正して単行本化。

４月から新しい生活に胸を弾ませて
いる方、気持ちのいいこの季節に羽
を伸ばそうと思っている方にぴった
りの「生活を楽しむ本」「インテリア
の本」「旅行本」などを特集します。
生活も旅行も楽しくなりますよ。

4
月
の
テ
ー
マ
展
示

「
新
生
活
＆
旅
行
」

「
体
育
館
の
日
曜
日
」

　
村
上 

し
い
こ
／
作

「
正
義
の
セ
」

　
阿
川 

佐
和
子
／
著

本
「
今
月
の
新
刊
」

●�串間市立図書館☎72-1177● ��開館＝午前10時〜午後６時●  休館日＝毎週月曜日http://www.kushima-lib.jp/

●各自治会・施設・団体を対象にした移動図書館の巡回先を募集中●
移動図書館車で巡回し、その場で本を選んでいただき、本の貸し出しや返却を行います。土日も可。

　

４
月
は
別
れ
と
出
会
い
の
時
期
で

す
ね
。
先
日
初
め
て
オ
バ
マ
大
統
領

に
会
っ
て
一
緒
に
飲
み
に
行
き
ま
し

た
。
政
治
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
意
見

を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
て
、
や
っ
ぱ

り
ナ
イ
ス
ガ
イ
で
す
な
ー
と
思
い
ま

し
た
。

　

そ
う
い
え
ば
４
月
（A

pril

）
は

イ
ー
ス
タ
ー
（
復
活
祭
）
が
有
名
で

す
ね
。
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
が
復
活
し

た
と
さ
れ
る
日
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
子
ど
も
が
卵
に
色

を
塗
っ
た
り
、
隠
さ
れ
た
卵
を
探
し

出
し
た
り
、
復
活
の
象
徴
で
あ
る

卵
や
ウ
サ
ギ
の
形
を
し
た
キ
ャ
ン

デ
ィ
ー
や
チ
ョ
コ
を
食
べ
ま
す
。
子

ど
も
の
こ
ろ
に
公
園
で
卵
を
隠
し
て

い
る
人
を
見
か
け
て
「
そ
こ
は
簡
単

す
ぎ
る
だ
ろ
！�

わ
か
る
だ
ろ
！��

」

と
文
句
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
記
憶
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
イ
ー
ス
タ
ー
の
翌
日
に

大
統
領
が
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
子
ど

も
を
招
い
て
、
卵
転
が
し
の
競
争
イ

ベ
ン
ト
を
行
う
伝
統
的
な
習
慣
も
あ

り
ま
す
。

　

さ
て
、
先
月
南
郷
で
料
理
教
室
を

無
事
に
開
催
し
ま
し
た
。
レ
モ
ン
メ

レ
ン
ゲ
パ
イ
の
中
身
が
固
ま
る
た
め

の
時
間
が
な
く
レ
モ
ン
メ
レ
ン
ゲ
プ

リ
ン
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

■交流員レポート／第9代国際交流員アレックスの日本体験記

This month's
expression   

今月の表現

○○したことが一度もない
have never ○○
オバマ大統領に会ったことがない。
I have never met President 
Obama.

[Pension]

知
年
金

国
民
年
金
保
険
料
額
が

改
正
さ
れ
ま
す
！

　

平
成
25
年
4
月
か
ら
平
成
26
年
3
月

ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
月
60
円
引

き
上
げ
ら
れ
、
月
額
１
５
，
０
４
０
円

と
な
り
ま
す
。
納
付
は
口
座
振
替
が
便

利
で
お
得
で
す
。

　

収
入
な
ど
が
な
く
保
険
料
の
支
払
い

が
困
難
な
場
合
、
申
請
を
し
て
承
認
さ

れ
る
と
、
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ

る
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。
学
生
納
付

特
例
制
度
の
申
請
は
４
月
か
ら
受
付
で

す
（
免
除
承
認
期
間
は
平
成
25
年
4
月

か
ら
平
成
26
年
3
月
ま
で
）。「
在
学
証

明
書
」
ま
た
は
「
学
生
証
」
の
写
し
が

必
要
で
す
。

　

一
般
免
除
申
請
は
７
月
か
ら
受
付
で

す
。

国
民
年
金
後
納
保
険
料
納
付
書
の

使
用
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

過
去
10
年
間
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年

金
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
10

月
か
ら
後
納
制
度
を
利
用
し
て
納
付
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
が
、
平

成
15
年
4
月
分
以
降
（
平
成
14
年
10
月

か
ら
平
成
15
年
3
月
ま
で
の
保
険
料
は
、

平
成
25
年
4
月
以
降
は
納
付
で
き
ま
せ

ん
）
の
後
納
保
険
料
の
お
支
払
が
済
ん

で
な
い
方
は
、
納
付
期
限
が
平
成
25
年

3
月
31
日
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成
15
年
4
月

以
降
の
後
納
保
険
料
を
平
成
25
年
4
月

1
日
以
降
に
後
納
保
険
料
を
納
付
さ
れ

る
場
合
は
、
使
用
期
限
が
平
成
26
年
3

月
末
ま
で
の
納
付
書
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０

−

０
１
１

−

０
５

０
）
ま
た
は
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

後
納
制
度

　

過
去
10
年
間
に
納
め
忘
れ
た
保
険
料

に
つ
い
て
、
平
成
24
年
10
月
1
日
か
ら

平
成
27
年
9
月
30
日
ま
で
の
3
年
間
に

限
り
、
納
付
で
き
る
制
度
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課
市
民

係　

☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６
、
都

城
年
金
事
務
所
☎
０
９
８
６

−

23

−

２
５
７
１

不幸は人生の財産（曽野綾子）娘が学校に行
きません（野原広子）切に生きる（瀬戸内寂聴）
わたしが降らせた雪（グレース・マクリーン）紅玉
（ルビー）は終わりにして始まり（ケルスティン・
ギア）私がいないクリスマス（加藤元）隠された
刻（とき）（坂東真砂子）春風伝（葉室麟）連れ猫
（吉野万理子）黙示（真山仁）烈風のレクイエム
（熊谷達也）夢を売る男（百田尚樹）ロスト・ケア

（葉真中顕）福家警部補の報告（大倉崇裕）神
隠し（長野慶太）使者と果実（梶村啓二）ドンナ
ビアンカ（誉田哲也）ローカル線で行こう！（真保
裕一）九死一生（小手鞠るい）蜂蜜秘密（小路幸
也）愛しいひとにさよならを言う（石井睦美）晩
夏（今野敏）破邪の剣（鳥羽亮）いよう！（山田宗
樹）慟哭の家（江上剛）ずさんな家計を整えまし
た。（上大岡トメ）ｈａｒｕ＿ｍｉ（栗原はるみ）

イベント情報

４月23日〜５月1
2日は

『子ども読書週間
』です。

図書館職員がみな
さんに

おすすめする本を小
学校低

学年・中学年・
高学年・中高
生にわけて紹
介します。

[Health]

育
子
ど
も
の

歯
を
守
る

乳
幼
児
フ
ッ
素
塗
布
の
ご
案
内

　

フ
ッ
素
は
歯
の
質
を
強
化
し
ま
す
。
乳

幼
児
を
対
象
に
し
た
フ
ッ
素
塗
布
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

●
日
時
＝
４
月
17
日
（
水
）

＊
午
後
１
時
〜
１
時
半

●
場
所
＝
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

２
階
『
す
こ
や
か
広
場
』

●
そ
の
他
＝
開
催
の
案
内
は
個
別
通
知

し
ま
せ
ん
。
年
３
回
に
な
る
よ
う
フ
ッ
素

塗
布
を
受
け
る
と
効
果
が
あ
り
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
保
健
課
子
育

て
支
援
係
☎
72

−

０
３
３
３
（
内
線
５

０
４
）

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち

　

２
月
13
日
に
行
わ
れ
た
３
歳
児
健
康
診

査
で
、
む
し
歯
が
な
か
っ
た
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す
。

深ふ
か

江え 

來ゆ
き

空あ

く
ん

◎
上
町

吉よ
し

田だ 

陸り
く

人と

く
ん

◎
小
路

野の

邊べ 

蒼そ
う

佑す
け

く
ん

◎
串
間

加か

藤と
う 

健た
け
るく

ん

◎
下
池

萩は
ぎ

原わ
ら 

創そ
う

汰た

く
ん

◎
泉
町

吉よ
し

田だ 

遼り
ょ
う

真ま

く
ん

◎
下
園
田

古ふ
る

川か
わ 

謙け
ん

く
ん

◎
寺
里

大お
お

下し
た 

悠ゆ
う

華か

ち
ゃ
ん

◎
東
上
池

加か

藤と
う 

里り

歩ほ

ち
ゃ
ん

◎
屋
治

松ま
つ

竹た
け 

晴は
る

く
ん

◎
仲
町

石い
し

黒ぐ
ろ 

梨り

莉り

ち
ゃ
ん

◎
上
塩

古ふ
る

川か
わ 

大ひ
ろ

翔と

く
ん

◎
有
明
１
区

和わ

田だ 

逞た
く

真ま

く
ん

◎
一
氏

本ほ
ん

田だ 

未み
　
ら
い来

く
ん

◎
下
平

谷た
に

口ぐ
ち 

結ゆ

愛め

ち
ゃ
ん

◎
田
渕

田た
の
う
え上 

由ゆ

奈な

ち
ゃ
ん

◎
上
郡
元

平ひ
ら

田た 

真し
ん

次じ

郎ろ
う

く
ん

◎
西
小
路
１
区

山や
ま

田だ 

実み

緒お

ち
ゃ
ん

◎
寺
里

三み

宅や
け 

樹じ
ゅ

莉り

ち
ゃ
ん

◎
天
神

和わ

田だ 

隼し
ゅ
んく

ん

◎
中
新
町 料理を通しての国際交流

たくさん
よんで
おおきくなあれ
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修学が困難と認められる
・市税などを滞納していないこと
●提出書類
・奨学生願書
・奨学生推薦調書
・在学証明書（進学後の原本）
・�平成24年分の所得証明（同一世
帯全員のもの）
＊所得証明書は不可。
・世帯全員の住民票の写し
●�願書受付期間＝４月１日（月）〜
30日（火）
＊�郵送での提出は受け付けませ
ん。提出時に書類の確認を行い
ますので必ずご持参ください。ま
た、印鑑（書類内で使用している
もの）もご持参ください。
●�採用決定の時期＝採用が決定し
た場合は７月下旬までに「奨学生
採用通知書」を交付します。
●�奨学金の返還方法＝貸与期間
経過後（卒業あるいは退学など）、
直ちに貸与期間の２倍の期間以
内に返還していただきます。
●�願書交付・提出・問い合わせ先＝
串間市教育委員会学校政策課教
育総務係☎内線３７５・３７６

さわやか学級
●対象＝おおむね60歳以上の方
●�開催場所＝中央公民館（福島地
区、中央地区）、農村環境改善セ
ンター（北方地区）、大束公民館
（大束地区）、本城公民館（本城
地区）、市木公民館（市木地区）、
都井基幹集落センター（都井地
区）
●�日程＝２カ月に１回の年間６回お
よび移動研修
●�内容＝軽スポーツ、健康料理な
ど
ことぶき学園
●対象＝おおむね55歳以上の方
●定員＝30名程度
●�日程＝毎月２回程度（主に第１・
３金曜日の午前中）
●�問い合わせ先＝串間市教育委員
会生涯学習課☎内線３７９

６類まで）、丙種
●�会場＝宮崎工業高等学校、都城
農業高等学校、延岡工業高等学
校、日南振徳高等学校、小林秀
峰高等学校、日向工業高等学校
●�申込方法＝持参、郵送、インター
ネット
●申込期間
・持参、郵送
　４月８日（月）〜22日（月）
＊�持参の場合、土日を除く午前９時
〜午後５時
＊�郵送の場合、４月22日（月）の消
印有効
・インターネット
　�４月５日（金）午前９時〜19日
（金）午後５時
●�願書配布場所＝（財）消防試験
研究センター宮崎県支部、串間
市消防本部
●�申込先＝（財）消防試験研究セ
ンター宮崎県支部
●�問い合わせ先＝（財）消防試験
研究センター宮崎県支部☎０９８
５−22−0239、消防本部予防係
☎72−０２９７

●募集人員および貸与金額
・区分＝人員／貸付金額
・�大学、短期大学、大学校、専修学
校（専門課程）または大学院に在
学する者＝５人程度／月額２５，０
００円
・�高等学校、高等専門学校、中等教
育学校（後期課程）または専修学
校（高等課程）に在学する者＝３
人程度／月額１５，０００円
●出願の資格
①�本市に引き続き２年以上在住す
る、またはその世帯に属する者
②�高等学校または同等以上の学校
に在学する学徒で、向学心に富
み、意志堅固、成績優秀、品行方
正、身心共に健康である

③学資の支弁が困難と認められる
●�貸与期間＝貸与決定のときから
奨学生が在学する学校の正規の
修業期間を修了するときまで
●提出書類
　次の書類を教育委員会まで提出
してください。必要書類は教育委員
会にあります。
①奨学生願書（様式第１号）
②奨学生推薦調書（様式第２号）
③�在学証明書（在学する学校長が
発行したもの）

④住民票謄本（同一世帯全員）
⑤所得証明書（同一世帯全員）
＊�ただし連帯保証人は市税などの
滞納がない者とする（市税完納
証明書添付）
●�募集期間（当日消印有効）＝４
月１日（月）〜５月31日（金）
●採用決定の時期＝７月下旬
●�奨学金の返還方法＝卒業時から
奨学金の貸与を受けた期間の２
倍に相当する期間内で返還
●�提出・問い合わせ先＝串間市教
育委員会学校政策課教育総務
係☎内線３７５・３７６

　財団法人南那珂育英会は、日南
市、串間市出身の優秀な学生で、
経済的理由により修学困難な者に
奨学金を貸与して修学の便宜を図
り、将来有能な人材育成を目的と
して、平成25年度奨学生を募集
します。
●�募集人員＝短大生・大学生・大
学院生６人
●�貸付額＝月額３０，０００円（無
利子）
●�貸与期間＝平成25年４月から最
短修業年限の終期まで
●出願の資格
・�短期大学・大学および大学院に
入学した方
・�本市に本籍をおき在住しているか、
もしくは引き続き２年以上在住し
ている方のお子さん
・�学業成績・人物ともに優秀で、か
つ健康であり、経済的理由により

お知らせの
ページ
市役所の代表電話 ☎0987ー72ー1111

Information
対する減額措置があります。検査機
関などの認定書または証明書など
を添付して申告していただきます。
　詳細などはお問い合わせくださ
い。
●�問い合わせ先＝税務課市税賦
課係☎内線２１２・２１３

　地方税法第４１６条第１項の規定
により、固定資産土地・家屋価格の
縦覧帳簿を縦覧に供します。
●�期間＝４月１日（月）〜５月31日
（金）（ただし、土、日、祝日など
閉庁日を除く）

●�時間＝午前８時半〜午後５時15
分

●�場所＝串間市役所税務課（各支
所管内者は支所でも可）

※�縦覧できる方は固定資産税（土
地・家屋）納税者および委任を
受けた代理人です。
●�問い合わせ先＝税務課市税賦
課係☎内線２１２・２１３

　昨年４月から宮崎県ドクターヘリ
が運航しています。串間市内でも右
記の場所がヘリの離着陸場として
選定されています。周囲の皆さんの
ご協力を、よろしくお願いします。
●�離着陸場＝串間市総合運動公園
陸上競技場、福島川河川敷、大
束地区多目的運動公園、大平小
学校、北方中学校、秋山小学校、
本城中学校、串間温泉いこいの
里、崎田地区運動場、都井中学
校、立宇津漁港公園、大納漁港、
岬広場、市木小学校、市木地区
多目的運動広場

●�問い合わせ先＝消防本部☎72−
０２９７

●日時＝６月16日（日）
●�種類＝甲種、乙種（第１類から第

　串間市役所で臨時職員としての
勤務を希望する方は事前にご登録
ください。必要に応じ登録された方
の中から選考を行い勤務していた
だきます。
●�募集職種＝一般事務・看護師・
保育士など
●�勤務する場所＝市役所本庁また
は出先機関
●登録期間＝登録した年度内
●任用期間＝最大12カ月
●�勤務時間＝原則午前８時半〜午
後５時15分
●�賃金＝日額５，８００円〜７，８０
０円
＊職種によって異なります
●�採用方法＝登録された方に連絡
後、面接または書類選考により
採否を決定します。
＊�登録されても必ず採用されるとは
限りません。また、採用は選考に
よるもので、登録の順番によるも
のではありません。
●�申込方法＝所定の登録申込書ま
たは市販の履歴書に必要事項を
記入し、郵送または持参してくだ
さい。
＊�登録申込書は総務課または市
ホームページにて入手可。
●�問い合わせ先＝総務課職員係☎
内線３１２・３１３

　次に該当する方は市税が減免に
なる場合があるのでご相談くださ
い。なお減免を受けるには納期限７
日前までに申請が必要です。
●�市民税＝生活保護を受けている
方、所得がないため生活が著しく
困難な方、学生および生徒
●�固定資産税＝生活保護を受けて
いる方、公益のために使用する固
定資産（有料で使用するものを
除く）、その他特別の事由のある
方
●�軽自動車税＝公益のために使用
する軽自動車、生活保護を受け
ている方の原動機付自転車、身
体や精神に障がいを有し歩行が
困難な方が使用する軽自動車、
そのほか構造が身体障がい者利
用のためのものである軽自動車、
療育手帳Ａ判定。Ｂ１・Ｂ２判定
の方で、特別支援学校の通学に
使用される軽自動車。
※�軽自動車税の月割り還付はあり
ません。
市税の災害減免・減額措置
　市民税、固定資産税は災害によ
る被害の程度によって納期未到来
分の税の減免が受けられる場合が
あります。被災から30日以内に申請
してください。また一定のバリアフ
リー改修した既存住宅の固定資産
税について翌年度分税額の３分の１
（１００㎡分）を限度とする減額措
置があります。対象は「65歳以上の
方」「要介護・要支援認定者」「障
がい者」が使用する住宅で自己負
担改修費30万円以上が対象で内
容を示す書類、写真などを添付し
申告していただきます。
　また、昭和57年１月１日以前に建
築された住宅で耐震基準に適合さ
せる改修工事（30万円以上）を施
行した場合２分の１（１２０㎡分）の
減額措置があります。適合基準の
証明書などを添付し申告していた
だきます。その他、省エネ改修に伴
う減額措置、認定長期優良住宅に

お知らせ

串間市臨時職員登録の
お知らせ

ドクターヘリの離着陸場の
お知らせ

平成25年度第１回危険物
取扱者試験の案内

市税の減免措置のお知らせ

串間市奨学資金奨学生募集

㈶南那珂育英会奨学生募集
学級・学園生を募集します

平成25年度固定資産土地家屋
価格等縦覧帳簿の縦覧

募　集
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このページは読者の皆さんからの
声にふれあう場です。

いろいろな声をお寄せください。

読者のページ
くしまにあ

L

E

T

T

E

R

S

じぃじ・ばぁばへ

アビちゃん

じぃじ、ばぁば、いつもあ
りがとう。たくさんたくさ
ん長生きして、一緒に遊ん
でね。

●伝言メッセージ例

お便り・投稿募集しています。

下記ＱＲコードをご利用ください（紙面に限りが
あるので、すべての投稿を掲載することができ
ないことがあります。あらかじめ、ご了承ください）。
①名前（ペンネーム可）②連絡先
③コメントを必ず添えてください。
●Ｅメールアドレス
　info@city.kushima.lg.jp

お便りお待ち
しています。

串
間
元
気
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ま
へ

●
福
岡
市
・
松
本
カ
オ
リ
さ
ん

中
川
研
児
会
長
・
23
名
の
皆

さ
ん
。
桜
の
手
入
れ
に
取

り
組
ん
で
、
ク
ラ
ブ
設
立
は
平
成

20
年
と
の
こ
と
。

わ
た
し
の
父
が
桜
づ
つ
み
ロ
ー

ド
沿
い
の
葬
祭
場
で
お
世
話
に

な
っ
た
の
は
、
平
成
21
年
４
月
１

日
。
桜
が
ピ
ン
ク
色
に
ふ
く
ら
み
、

父
に
「
桜
の
咲
く
こ
ろ
に
去
る
の

ね
…
」
と
姉
妹
３
人
で
話
し
た
も

の
で
す
（
左
写
真
）。

３
人
で
話
し
の
ど
け
き
、
さ
わ

や
か
に
桜
が
パ
ッ
と
咲
く
か
の
よ

う
に
春
日
和
の
１
日
で
し
た
。
そ

の
桜
も
串
間
元
気
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ま
の
愛
情
の
お
か
げ
で
、
第
２
回

お
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
さ

れ
る
と
の
こ
と
。
福
岡
に
い
て
も
、

あ
の
葬
祭
場
の
桜
は
忘
れ
た
こ
と

が
な
い
の
で
す
。

串
間
元
気
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の

厚
情
と
絆
と
、
夏
は
木
か
げ
を
愛

し
春
は
桜
の
風
景
も
美
し
い
四
季

折
々
の
姿
。
皆
さ
ま
の
絆
っ
て
す

ご
い
、
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
人
々
に
夢
と
希
望

を
満
た
せ
て
く
だ
さ
い
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

松
本
さ
ん
、
お
便
り
に
絵
手
紙
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
串

間
元
気
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
は
、

し
っ
か
り
と
お
手
紙
を
お
届
け
い

た
し
ま
し
た
。

最
近
は
寒
さ
も
緩
み
、
桜
づ
つ

み
ロ
ー
ド
の
桜
は
、
ふ
く
ら
ん
だ

つ
ぼ
み
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の

広
報
紙
が
発
行
さ
れ
る
こ
ろ
は
満

開
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
ゆ
っ
く

り
歩
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ロマ
ン
ウ
ォ
ー
ク

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！

●
タ
ン
ポ
ポ
さ
ん

Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
て
、
午
前

９
時
天
福
球
場
を
ス

タ
ー
ト
し
た
福
島
小
学
校
の
児
童

た
ち
75
人
。
32
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

歩
き
、
思
い
出
づ
く
り
に
毎
年
行

わ
れ
、
同
校
の
年
中
行
事
と
な
っ

て
い
る
と
の
こ
と
。
大
変
素
晴
ら

し
い
で
す
ね
。

ま
た
、
保
護
者
の
方
々
も
参
加

さ
れ
、
見
守
り
な
が
ら
の
指
導
。

い
ろ
い
ろ
な
行
動
ル
ー
ル
が
身
に

付
き
、
有
意
義
な
行
事
で
す
ね
。

今
は
子
ど
も
た
ち
や
親
も
車
社

会
で
歩
く
こ
と
が
少
な
い
で
す
が
、

根
気
強
く
自
信
や
友
情
、
そ
し
て

思
い
や
り
励
ま
し
合
い
皆
で
ゴ
ー

ル
で
き
、
き
つ
か
っ
た
で
し
ょ
う

け
ど
楽
し
い
思
い
出
ロ
マ
ン
が
で

き
ま
し
た
ね
。

よ
く
頑
張
っ
た
ね
。
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
！

タ
ン
ポ
ポ
さ
ん
、
お
便
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
32
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
ロ
マ
ン
ウ
ォ
ー
ク
で

は
多
く
の
発
見
が
あ
っ
た
で
し
ょ

う
ね
。
車
で
は
通
り
慣
れ
た
道
も
、

歩
い
て
み
る
と
新
鮮
だ
っ
た
り
、

思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
も
あ
っ
た

り
で
、
学
び
に
発
見
な
ど
思
い
出

に
残
る
行
事
だ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

子
ヤ
ギ
の
里
親
を

募
集
し
ま
す

●
河
野
良
人
さ
ん

今
年
も
子
ヤ
ギ
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
メ
ス
の
三
つ
子
で

す
！

３
頭
の
う
ち
、
白
×
黒
の
『
リ

リ
』（
写
真
左
）、
白
×
ベ
ー
ジ
ュ

の
『
ル
ル
』（
写
真
中
央
）
の
２

頭
の
里
親
さ
ん
を
探
し
て
い
ま
す
。

◎
特
技
＝
草
取
り
（
セ
イ
タ
カ
ア

ワ
ダ
チ
ソ
ウ
や
ヨ
モ
ギ
、
ス
ギ
ナ

が
大
好
物
で
す
）

離
乳
が
完
了
す
る
４
月
末
に
は

お
譲
り
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
河
野
良
人
さ

ん
☎
０
９
０

−

３
７
３
０

−

４
５
５
９

河
野
さ
ん
は
昨
年
４
月
号
に
も

子
ヤ
ギ
誕
生
の
お
便
り
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
回
の
子
ヤ

ギ
た
ち
も
と
て
も
愛
ら
し
い
で
す

ね
…
。
愛
情
を
た
っ
ぷ
り
注
い
で

く
だ
さ
る
方
に
出
会
っ
て
す
く
す

用
事
の
途
中
、
子
ど
も
が
大
便

を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
お
む

つ
を
交
換
す
る
場
所
も
な
く
、
人

目
が
と
て
も
気
に
な
り
ま
し
た
が

ソ
フ
ァ
の
上
で
お
む
つ
を
交
換
し

ま
し
た
。
１
カ
所
で
も
お
む
つ
交

換
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
助
か

り
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
２
件
の

ご
意
見
を
担
当
部
署
へ
届
け
ま

し
た
。

財
務
課
が
お
答
え
し
ま
す

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ご
指
摘
の
と
お
り
、
現
在
庁

舎
内
に
は
ト
イ
レ
を
含
め
て
お

子
さ
ま
の
お
世
話
の
た
め
の
専

用
ス
ペ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。
お
む
つ
交
換
な
ど

が
必
要
な
場
合
に
は
、
使
用
し

て
い
な
い
部
屋
の
ご
案
内
も
可

能
で
あ
り
、
ま
た
、
小
さ
な
お

子
さ
ま
連
れ
の
方
が
ト
イ
レ
を

利
用
さ
れ
る
際
に
は
、
職
員
が

お
子
さ
ま
を
お
預
か
り
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
ど
う
ぞ
気
軽

に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

設
置
ス
ペ
ー
ス
や
設
備
の
経
費

な
ど
も
含
め
て
、
検
討
を
進
め
て

い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

く
育
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

攻
め
る
姿
勢
を
忘
れ
ず
に

挑
戦
し
続
け
る
人
に

●
く
ろ
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん

平
成
25
年
成
人
式
の
こ
と
ば

を
見
て
、
１
９
７
６
年
１

月
15
日
に
『
青
春
時
代
』
の
曲
を

テ
ー
マ
に
し
て
行
わ
れ
た
成
人
式

の
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

そ
の
日
か
ら
35
年
の
月
日
が
流

れ
、
成
人
式
の
式
典
が
行
わ
れ
る

た
び
に
昭
和
51
年
１
月
15
日
の
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
、
わ
た
し
の
懐

か
し
い
思
い
出
で
す
。

成
人
者
の
誓
い
の
こ
と
ば
を
読

み
ま
し
て
、
わ
た
し
も
人
生
の
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
日
と
し
て

明
日
も
笑
顔
で
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

笑
顔
が
一
生
の
宝
物
に
な
る
こ

と
を
信
じ
て
い
き
ま
す
。

く
ろ
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
、
お

便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

『
青
春
時
代
』
で
す
か
…
懐
か
し

い
。
20
代
〜
30
代
の
方
は
知
ら
な

い
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
わ

た
し
は
し
っ
か
り
覚
え
て
い
ま
す

（
笑
）。
成
人
式
の
行
事
を
迎
え

る
た
び
に
、
心
身
と
も
に
（
あ
の

こ
ろ
に
）
リ
セ
ッ
ト
で
き
る
と
い

い
な
ぁ
と
思
う
今
日
こ
の
ご
ろ
で

す
。

ご
意
見
箱
か
ら

今
年
２
月
ま
で
に
市
役
所
１
階

ロ
ビ
ー
に
設
置
し
て
あ
る
ご
意
見

箱
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
に
お
答

え
い
た
し
ま
す
。

子
ど
も
を
持
つ

女
性
に
も
目
を
向
け
て
ほ
し
い

●
匿
名
希
望
さ
ん

夕
方
、
長
女
と
一
緒
に
市
役
所

に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
お

手
洗
い
を
お
借
り
し
た
の
で
す
が
、

長
女
が
ま
だ
小
さ
い
の
で
、
抱
っ

こ
し
な
が
ら
の
お
手
洗
い
と
な
り

ま
し
た
。
子
ど
も
用
シ
ー
ト
が

あ
っ
た
ら
良
か
っ
た
な
ぁ
と
思
い

ま
す
。
市
役
所
は
市
民
の
方
が
来

る
場
所
で
す
。
最
近
は
喫
煙
ス

ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
た
り
し
て
い

ま
す
が
、
子
ど
も
を
持
つ
女
性
の

方
に
も
目
を
向
け
て
く
れ
る
と
あ

り
が
た
い
で
す
。

お
む
つ
交
換
で
き
る
場
所
が

あ
る
と
助
か
り
ま
す

●
匿
名
希
望
さ
ん

お
む
つ
を
し
て
い
る
子
ど
も
を

連
れ
て
市
役
所
へ
来
ま
し
た
。

メッセージ・写真投稿コーナー
お誕生のお祝いや、感謝の気持ちをメッセージにして贈りませんか。また、
あなたが撮影した写真（人・風景・ペットなんでも可）もぜひ、お送りください。

　都井岬の春の花“おきな草”です。

深い赤紫色の花が白い産毛に包まれ

てうつむくように咲いている可愛らし

い花です。

咲き終えると綿毛がつきおじいさん

( 翁 ) のような姿になるそうです。

　岬馬や、丘から見える絶景もすてき

ですが、小さな春を探しに出かけてみ

るのも楽しいですね。

中島久美子さん

　装いも新たにリニューアルオープンします。野生馬ガイドも大好評受付中です。
　4 月 21日（日）「都井岬 はる駒観察 春風ウォーキング」を開催します。
　今春誕生した春駒を見ながら、都井岬を歩きませんか？

◎問い合わせ先＝☎ 76-1546

都井岬ビジターセンターが生まれ変わります！
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新入生、新社会人の皆さま、
おめでとうございます
若葉もいぶき、新緑のまぶしい季節となり
「いこいの里」も春のよそおいになりました。
多目的広場にてグラウンドゴルフをされるのも、
とても気持ちのいいものです。
お弁当のご予約、承り中です。
市民の皆さまへ
　只今いこいの里では各団体、グループの方々の発
表の場として、いこいの里を使っていただける方々を
募集いたしております。
　３月のひなまつりでは、本城自治会のご協力でひな
段を飾ることができ、来館される皆さまに喜んでいた
だくことができました。ありがとうございました。
休館日のご案内
　４月の休館日は17日(水)です。

●ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

●ご氏名

歳

●ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。
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F R O M  E D I T O R ' S

わたくしたちは、
1.  豊かな自然を大切にし、これをいか
しましょう。

1.  お互いを信じ、心をあわせ、平和で明
るいまちをつくりましょう。

1.  健康で働くことに誇りをもち、豊かな
住みよいまちをつくりましょう。

1.  だれにも親切にし老人をいたわり、こ
どもに夢と、しあわせをあたえましょう。

1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

●市の木/そてつ●市の花/かんな
●市の鳥/めじろ●市の花木/山桜

●人口19,725人（前月比-19人）
　男9,147人　　女10,578人
　世帯数8,324世帯

市民
憲章

➡点線に沿って切り取り、官製葉書に貼り付けてお使いください。

おたより待ってます
●�この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記事、
掲載内容に関する質問、串間市への思い、あなたの身近
な出来事、何でも好きなことを書いてください。

（平成25年3月1日現在）
＊平成22年度国勢調査からの推計人口です。

まちの話題でも紹介した『Ｒ４４８ハクラン
カイ！』。市木から都井岬にかけて、魅力的
な事業が一堂に会しました。委員の皆さん
にこの地域の魅力をお聞きすると「裸足で
歩けるくらいにキメの細かい砂浜」、「自然
を体で感じることができる場所」とのこと
です。実行委員長の栫井愛子さんは「何
もないことが串間の一番の魅力。ゆくゆく
は、近所のおばあちゃんや農家のおじちゃ
ん、みんなが参加できる博覧会にしていき
たいです」と今後の意気込みを語りました。

Ｒ４４８実行委員会のみなさん

桜も咲きはじめポカポカ陽気。しか
し最近は色んなものが飛び交って

いるようで、安心して深呼吸もできない。
子どもの遠足も自粛される地域もあるほ
どとか。『普通』のことができなくなっ
ていくことは、淋しいことですね…(シ )

４月。『新しい』という言葉がぴった
りの季節。そして、わくわくドキド

キの季節。個人的には大好きな冬が終わ
るのはちょっぴり名残惜しいけど、春到
来とともに気持ちを切り替えられるとい
いな。新たな気持ちで広報も新しく（サ）

イ ベ ン ト の お 知 ら せ

〒888-0008 宮崎県串間市本城987
営業時間：午前10時〜午後10時　定休日：毎月第３水曜日

TEL 0987-75-2000
●
外
薗
加
奈
子

「
わ
た
し
の
宝
物
」

随　想

わたしを支えてくれる笑顔

ほかぞのかなこ
（35歳）
　大束地区・市ノ瀬1
区出身。昭和52年10
月3日生まれ。福島高
校を卒業後、サービ
ス業などを経験しな
がら子どもを育て、現
在、串間市PTA協議
会で副会長を務める。

Profile

わたしは現在、串間市ＰＴＡ協議会副会長兼母親
代表をさせていただいています。

　わたしは２人の子どもを育てています。現在、長女 13
歳、長男 10 歳。２人の子どもたちに誇れる母親、頼も
しい母親になるため今日まで色んなことに必死で取り組ん
できたつもりです。
　そのひとつが、ＰＴＡ役員として色んな場所へ出て度胸
をつけることでした。役員をしていく上で色んなことがありま
した。つらいこと悲しいこと、どうしようもないことを言われ、
本当につらくて悔しくて、泣く日々が続きました。
　けれど、そんなとき２人の子どもたちが「お母さん笑って！ 
お母さんは頑張っているんだよ！ 笑っているお母さんかわ
いいよ！」ってわたしを毎回毎回元気づけてくれました。
　本当にわたしの大切な大切な宝物です。ありがとう…
そして、もうひとつの宝物。わたしの命のもと、両親です。
　あんまり多くを語りませんが、陰ながら孫をだれよりも愛
して、わたしが少しでも楽になるようにとわたしの宝物（子
どもたち）へ満面の笑みをくれる父親。優しさを惜しげも
なく与えてくれる父親。
　つらいことがあると、何も言わず必ずそばにいてくれる母
親。「無理はダメ！ 今の自分でいいから！ 」とわたしを優

しい言葉で包んでくれる母親。
　わたしはこの２人のもとに生まれ、本当に幸せです。お
父さん、お母さん。わたしのお父さんお母さんであってく
れて、ありがとう。
　人は、１人ではないと思います。
　色んな宝に、支えられ続けていると思います。それに答
えるのはきっと自分自身が笑顔でいることだと思います。
　わたしはたくさんの人に、色んな場所へ出て、もっともっ
と自分をアピールして欲しいです。わたしにはできないから
…とかじゃなくて、わたしじゃないとできない！ くらいの勢い
で取り組むと、自然に人が応援してくれます。
　わたしは、その１つとしてＰＴＡ役員で頑張ることにしまし
た。わたしはまだまだ、もっともっと笑顔で人と出会いたい
し、笑顔で人と会話したいので、もっともっと自分をアピー
ルし続けます。
　わたしは、串間の方々にもっともっと元気で、そして笑
顔で色んな場所で過ごして欲しいです。男だから、女だ
からとか関係ありません。
　１人の人間として、凛として自分のできること、やるべき
事を皆さん、一緒に頑張りましょう。わたし、今とってもとっ
ても幸せです！
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春の息吹。桜づつみロードにて。

＊短歌、俳句の投稿は
■短歌 山崎百合子さん（☎72-2620）
■俳句 本田幾男さん　　（☎72-5280）
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